































































地（1892 年）、第二号埋立地（1894 年）、新佃島（1896 年）が造成されている。
次いで 1906 年には、さらなる航路拡幅・増深の改良浚渫を目的に東京市による隅田




































地、第十一号埋立地および第三台場公園を含む面積 330 万平方メートル（約 100 万坪）
と広大なものであった。この日本万博の開催計画は、1936 年 11 月に内閣特設の紀元二
千六百年祝典評議委員会において、紀元二千六百年奉祝記念事業 3 の一つとして議決承





















































































6 	 『紀元二千六百年記念日本万国博覧会概要』（紀元二千六百年記念日本万国博覧会事務局、1938 年
２月）、19–21 頁。
図４　第四号埋立地の会場正門（上）、映画館（左下）、演芸館（右下）の各予定図	




















































9 	 『観光事業を語る』（国際観光局、1934 年）、『観光事業十年の回顧』（国際観光局、1940 年）を参





















（１等 1000 円１名、２等 500 円２名、３等 200 円３名）などに関する事項が提示されてい







































保に成功したパリ万博（1889 年および 1900 年）や前売り入場券によって運営の安定が図
られたシカゴ万博（1933 年）の事例を基に採用した手段であった。
日本万博における前売りの抽籤券付入場券は、1937 年の法律第 78 号「紀元二千六百
年記念日本万国博覧会抽籤券付回数入場券発行に関する法律」に基づき、商工大臣の認
可を受けて発行されるに至った 13。第１回発行の前売り入場券 100 万冊（大人用回数入場




当籤金額と個数については、一等（当籤金 2000 円）360 個、二等（当籤金 100 円）







13	 前掲註 6、『紀元二千六百年記念日本万国博覧会概要』附録、22–26 頁。
14	 第２回抽籤は 1938 年９月 10 日、第３回抽籤は 1939 年１月 10 日、第４回抽選は同年６月 10 日、




































15	 『日本万国博覧会公式記録』（日本万国博覧会記念協会、1972 年）、369 頁。


























17	 正式招請状の発送は、ヨーロッパ諸国（26 カ国）、南北アメリカ諸国（22 カ国）、アジア・アフリ
カ・オセアニア諸国（10 カ国）の合計 58 カ国であった。発送状況については『外国参同招請交
渉経過概要』（紀元二千六百年記念日本万国博覧会事務局、1938 年 12 月）、８–10 頁を参照された
い。






























21	 海外招請委員の帰朝報告概要は、各国歴訪行程とともに『万博』第 29 号（日本万国博覧会事務
局、1938 年 10 月）、12–20 頁に掲載されている。なお、参同招請に関わる交渉経過の詳細は『外
国参同招請交渉経過概要』（紀元二千六百年記念日本万国博覧会事務局、1938 年 12 月）を参照さ
れたい。
図８　海外招請委員の各国歴訪行程	



























た 1937 年のパリ万博や 1939 年のニューヨーク・サンフランシスコ万博における日本館
建築、出品展示、関与者などの比較検討を進めているが、これらについては別稿を期す
ことにしたい。
図版出典
日本万博に関する図版（図３～図８）は、加藤哲郎監修・解説、増山一成編・解説『復
刻版　近代日本博覧会資料集成─紀元二千六百年記念日本万国博覧会』（国書刊行会、
2015 年）所収。その他は各図のキャプションに記載の通り。
幻の博覧都市計画
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